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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　水平板状の上部改良体と、この上部改良体の下面から垂下して外枠を形成する外周部改
良体と、前記上部改良体の下面から垂下し、前記外枠間を連結して前記外周部改良体の内
側の領域を複数の領域に仕切る少なくとも１個の内部改良体とからなり、地盤の表層部を
掘り下げた土に固化材を添加混合して埋め戻し、敷き均して締め固めて形成する、略水平
面内に拡がる地盤改良体の上面を削って排水溝を形成し、前記地盤改良体の上側に、透水
性の、舗装材、コンクリート、タイル、土砂及び砕石の少なくともいずれかからなる透水
層を設けてなり、降雨又は散水等により地表面から前記透水層に染み込んだ水を前記排水
溝から前記地盤改良体の上面の所定箇所に設けた集水部に集め、該集水部から排水するこ
とを特徴とする、排水構造。
【請求項２】
　前記排水溝を、前記地盤改良体の上面外周部に沿って形成してなることを特徴とする請
求項１記載の排水構造。
【請求項３】
　前記地盤改良体の上面に、前記排水溝に近づくにしたがって低くなる傾斜面を形成して
なることを特徴とする請求項１又は２記載の排水構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、駐車場、公園、運動場又は道路等の排水構造に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　主に軟弱地盤上に建築物を建築する場合の基礎工法として、支持杭基礎工法、深層改良
による地盤改良基礎工法、べた基礎と摩擦杭を併用したパイルドラフト基礎工法（特許文
献１の第２頁ないし第３頁参照）、及び、建築物基礎下側の地盤表層部を地盤改良する工
法等がある（特許文献１及び２参照）。
【０００３】
　前記工法を施した地盤上に建築物を建築せずに、該地盤上を駐車場、公園、運動場又は
道路等として利用する場合においては、都市型洪水の防止及び車両走行の安全性向上を図
ること等の観点から、降雨時における水はけを確保すること、すなわち排水構造をどのよ
うに行うかが、極めて重要な課題となっている。
【０００４】
　例えば、前記工法を施した地盤上を駐車場等とする場合において、該駐車場等の表面に
排水溝に近づくにしたがって低くなる傾斜を形成し、前記排水溝を流れる雨水を所定箇所
に集めて河川に放流するか、又は、地盤に浸透させて処理する排水構造が一般的に採用さ
れる。
【０００５】
　また、排水構造の例として、駐車場のタイヤ止めより後ろの部分に非舗装の排水部を設
け、該排水部に近づくにしたがって低くなる傾斜を通路部に形成して前記排水部から雨水
を地下に浸透させるもの（特許文献３参照）、舗装本体を透水性コンクリートとして雨水
を浸透させ、前記舗装本体の底面及び側面下部を不透水層によって覆うことにより前記舗
装本体下部を貯水層とし、該貯水層の許容貯水量を上回った場合には、前記舗装本体の表
面層に隣接して設けた排水溝内に溢れた雨水を導くように構成したもの（特許文献４参照
）等がある。
【０００６】
【特許文献１】特許第３６０８５６８号公報（図１－３）
【特許文献２】特開平８－３０２６６７号公報（図１－３）
【特許文献３】特開２００３－３４９７２号公報（図１－３）
【特許文献４】特開２００３－１６６２１０号公報（図１－２）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　前記工法を施した地盤上を駐車場、公園、運動場又は道路等として利用する場合におい
ては、前記工法を行うとともに前記排水構造を備える必要がある。しかし、前記工法によ
り形成された補強構造及び前記排水構造が全くの別構造であるため、各々所要のコストが
かかり不経済となるという問題点がある。また、前記排水構造自体の構造が比較的複雑で
あるため、該排水構造自体のコストが嵩むという問題点もある。
【０００８】
　さらに、特に、前記地盤上に面積が大きい駐車場、公園、運動場又は道路等を設ける場
合においては、排水構造の長期にわたる信頼性を確保することが困難となるという問題点
もある。これは、施工後の時間経過に伴って、不同沈下により地表面に凹凸が生じて排水
が困難になる場合があること、及び、特許文献４のような保水性を備えた構成を採用した
場合において、不同沈下又は地震等により大面積の不透水層に亀裂が生じて排水溝を利用
した所期の排水が困難になる場合があること、等によるものである。
【０００９】
　本発明は、このような課題を解決するためになされたものであり、地盤改良による補強
構造と地表面の水はけを確保するための排水構造とを簡素な構成により実現することによ
り、該地盤上に設けられた駐車場、公園、運動場又は道路等に適した低コストかつ実用的
な排水構造を得ることを目的とする。また、長期にわたって排水の信頼性を確保すること
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ができる排水構造を得ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明に係る排水構造は、前記課題解決のために、水平板状の上部改良体と、この上部
改良体の下面から垂下して外枠を形成する外周部改良体と、前記上部改良体の下面から垂
下し、前記外枠間を連結して前記外周部改良体の内側の領域を複数の領域に仕切る少なく
とも１個の内部改良体とからなり、地盤の表層部を掘り下げた土に固化材を添加混合して
埋め戻し、敷き均して締め固めて形成する、略水平面内に拡がる地盤改良体の上面を削っ
て排水溝を形成し、前記地盤改良体の上側に、透水性の、舗装材、コンクリート、タイル
、土砂及び砕石の少なくともいずれかからなる透水層を設けてなり、降雨又は散水等によ
り地表面から前記透水層に染み込んだ水を前記排水溝から前記地盤改良体の上面の所定箇
所に設けた集水部に集め、該集水部から排水するものである。
【００１１】
　ここで、前記排水溝を、前記地盤改良体の上面外周部に沿って形成してなると好ましい
。
【００１２】
　また、前記地盤改良体の上面に、前記排水溝に近づくにしたがって低くなる傾斜面を形
成してなると好ましい。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明に係る排水構造は、水平板状の上部改良体と、この上部改良体の下面から垂下し
て外枠を形成する外周部改良体と、前記上部改良体の下面から垂下し、前記外枠間を連結
して前記外周部改良体の内側の領域を複数の領域に仕切る少なくとも１個の内部改良体と
からなり、地盤の表層部を掘り下げた土に固化材を添加混合して埋め戻し、敷き均して締
め固めて形成する、略水平面内に拡がる地盤改良体の上面を削って排水溝を形成し、前記
地盤改良体の上側に、透水性の、舗装材、コンクリート、タイル、土砂及び砕石の少なく
ともいずれかからなる透水層を設けてなり、降雨又は散水等により地表面から前記透水層
に染み込んだ水を前記排水溝から前記地盤改良体の上面の所定箇所に設けた集水部に集め
、該集水部から排水するので、地中に埋設される地盤改良体の上面に排水溝を形成する構
成であるため、駐車場、公園、運動場又は道路等の地表面に排水溝を敷設する必要がなく
なるとともに、地表勾配を設けることも不要になる。よって、地盤改良による補強構造と
地表面の水はけを確保するための排水構造とを簡素な構成により実現することができるた
め、該地盤上に設けられた駐車場等に適した実用的な排水構造を低コストにて実現するこ
とができる。また、前記地盤改良体が不同沈下を抑制するため、長期にわたって排水の信
頼性を確保することができるとともに、地盤改良体の重量を軽減しながら、駐車場等の地
表面の変形の抑制及び地盤改良体下部の未改良土の側方流動の抑制を図ることができる。
さらに、前記透水層に雨水等を涵養することにより、地表のクーリング化を図ることがで
きる。さらにまた、地盤改良体の上に透水性の土砂を設けることにより樹木を育てること
ができるため、保水、緑化等により、ヒートアイランド現象を緩和することができる。ま
た、従来多用されているような、地上で雨水を集合させて排水する構成と比較して、地中
で涵養するため、排水に時間的ずれが生じることにより、河川の負荷を低減することがで
きる。
【００１５】
　また、前記排水溝を、前記地盤改良体の上面外周部に沿って形成してなると、該外周部
に沿う排水溝に囲まれた領域内の水は、該領域が仮に窪んでいたとしても水量が増えると
該領域を囲む排水溝に流れ出るため、前記地盤改良体の上面に傾斜面を形成する必要がな
くなる。よって、前記地盤改良体の上面に傾斜面を形成する作業を無くすことができるた
め、さらにコスト低減化を図ることができる。
【００１６】
　さらに、前記地盤改良体の上面に、前記排水溝に近づくにしたがって低くなる傾斜面を
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形成してなると、このような傾斜面により前記透水層に染み込んだ水を前記排水溝に確実
に導くことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　本発明に係る排水構造は、駐車場、公園、運動場又は道路等に適するものであり、地盤
の表層部を改良してなる地盤改良体を地中に埋設するとともにその上面に排水溝を形成し
、該地盤改良体の上側を透水層とし、該透水層に染み込んだ水を前記排水溝に導いて集水
部に集め、該集水部を経由して排水することを特徴とするものである。以下において、本
発明を具体化した実施の形態について図面を参照しながら説明する。
【００１９】
実施の形態１．
　図１は本発明の実施の形態１に係る排水構造における地盤改良体の構造を示す斜視図、
図２は地盤改良体を地中に埋設した状態を示す縦断面図であり、図２（ａ）は図１のＸ－
Ｘ縦断側面図、図２（ｂ）は図１のＹ１－Ｙ１縦断正面図、図２（ｃ）は部分拡大縦断側
面図である。また、図３は主に地盤改良体の下部形状を示す説明図であり、図３（ａ）は
平面図、図３（ｂ）は図３（ａ）のＹ２－Ｙ２縦断正面図である。
【００２０】
　略水平面内に拡がる地盤改良体１は、軟弱地盤Ｓ（例えば、約２０ｍ程度の深さにわた
りＮ値が非常に小さい地盤）の地表面から下の表層部を改良して形成される。すなわち、
地盤改良体１は、軟弱地盤Ｓの表層部を例えばバックホウによる鋤取り等により所定形状
に掘り下げ、この掘り下げにより取った土に、二酸化けい素、酸化アルミニウム、酸化カ
ルシウム及び三酸化イオウ等の成分からなるセメント系固化材等の固化材を添加混合して
埋め戻して敷き均し、重機及びローラー等により締め固めることにより形成される。
【００２１】
　このように、地盤改良体１は、軟弱地盤Ｓの表層部分のみを改良して形成されるため、
軟弱層が非常に深い場合でも適用可能であるとともに、周囲の地盤沈下と共下がりするた
め抜け上がり現象を生じることがない。
【００２２】
　地盤改良体１の上面１ａには、例えばパワーショベルにより上面１ａを削りとることに
より排水溝３が形成される。なお、排水溝３の断面形状、断面積、流路等は、排水する容
量に応じて適宜設定される。また、同様に、地盤改良体１の上面１ａは、排水溝３に近づ
くにしたがって低くなる傾斜面が形成される。例えば、図１において、白抜き矢印Ｂ，Ｃ
のように排水溝３ａないし３ｃに近づくにしたがって低くなる傾斜面が形成される。
【００２３】
　なお、地盤改良体１の上面１ａに形成される傾斜面は、このような構成に限定されるも
のではなく、排水溝３に近づくにしたがって低くなるように、後述する透水層２に染み込
んだ水を排水溝３に導くように形成するものであればよい。このような傾斜面を設ける構
成により、透水層２に染み込んだ水を排水溝３に確実に導くことができる。
【００２４】
　また、例えば図１中の領域Ｔ１，Ｔ２においては、その全周が排水溝３ａ，３ｄ，３ｂ
及び３ｆ並びに３ｂ，３ｅ，３ｃ及び３ｆに囲まれているため、該領域内には必ずしも前
記傾斜面を形成する必要はない。何故なら、領域Ｔ１，Ｔ２内の水は、領域Ｔ１，Ｔ２が
仮に窪んでいたとしても水量が増えると領域Ｔ１，Ｔ２を囲む前記排水溝に必ず流れ出る
ためである。
【００２５】
　排水溝３ａないし３ｆの下面は、矢印ＡないしＣの方向に進むにしたがって低くなるよ
うに傾斜しているため、前記のとおり排水溝３内に導かれた水は、集水部４に集められる
。なお、排水溝３の下面に形成される傾斜面は、このような構成に限定されるものではな
く、排水溝３内の水を地盤改良体１の所定箇所に単又は複数設けられる集水部４に集める
ように構成されるものであればよい。
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【００２６】
　以上のような構成の地盤改良体１の上側には、透水層２が設けられる。透水層２は、透
水性の、舗装材、コンクリート、タイル、土砂及び砕石の少なくともいずれかからなるも
のである。地盤改良体１の上側に透水層２を設けた状態、すなわち地盤改良体１を地中に
埋設した状態の例を示す図２においては、地盤改良体１の上側に透水性砕石２３を、該透
水性砕石２３の上に透水性土砂２２を、該透水性土砂２２の上に透水性舗装材２１を積層
している。
【００２７】
　以上のような構成により、降雨又は散水等により地表面２ａから透水層２に染み込んだ
水は、排水溝３に導かれ、該排水溝３内の水は集水部４に集められる。したがって、集水
部４を経由して容易に排水することができる。例えば、集水部４に集められる水を取水口
５ａから浸透桝５内に導入することにより（図１及び図２参照）、土壌に浸透処理される
。あるいは、集水部４に集められる水を貯水して排水処理をした後に再利用又は河川等に
放流するようにしてもよい。
【００２８】
　以上のような簡素な構成の排水構造によれば、地中に埋設される地盤改良体の上面に排
水溝を形成する構成であるため、駐車場、公園、運動場又は道路等の地表面には排水溝又
はピット等を敷設する必要がないとともに、地表勾配を設けることが不要になる。したが
って、前記駐車場等の施設が美観的に優れたものとなるとともに、低コスト化を図ること
ができる。
【００２９】
　また、透水層に雨水等を涵養することにより、地表のクーリング化を図ることができる
。さらに、地盤改良体の上に６０ないし～１００ｃｍ程度の透水性の土砂を設けることで
、中木以下の樹木を育てることができるため、保水、緑化等により、ヒートアイランド現
象を緩和することにも資するものである。さらにまた、従来多用されているような、地上
で雨水を集合させて排水する構成と比較して、地中で涵養するため、排水に時間的ずれが
生じることにより、河川の負荷を低減することができる。
                                                                                
【００３０】
　次に、略水平面内に拡がる地盤改良体１の構造について説明する。図３において、地盤
改良体１は、平面視において矩形の水平板状の上部改良体１１と、この上部改良体１１の
下面から垂下して、平面視において矩形の外枠を形成する外周部改良体１２，…と、上部
改良体１１の下面から垂下して、前記外枠間を連結して前記外枠により囲まれる前記外周
部改良体の内側の領域を複数の領域に仕切る内部改良体１３，１３により構成され、下方
に開放する凹部１４，…が形成される。なお、外周部改良体と内部改良体は、図３のよう
に平面視で田の字状のものの他、井桁状又は日の字等も含め、外周部改良体の外形に合わ
せて、外周部改良体の内側の領域を複数の領域に仕切るように適宜の数が選択される。
【００３１】
　このような地盤改良体の構造によれば、地盤改良体の重量を軽減しながら、不同沈下の
抑制、すなわち駐車場等の地表面の変形の抑制及び地盤改良体下部の未改良土の側方流動
の抑制を図ることができる。
                                                                                
【００３２】
実施の形態２．
　図４は本発明の実施の形態２に係る排水構造における地盤改良体の構造を示す斜視図で
あり、実施の形態１の図１と同一符号は同一又は相当部分を示している。図４において、
地盤改良体１の上面１ａには、その外周部に沿って平面視矩形の流路を形成する排水溝３
ｇ、及び、該矩形流路３ｇの各辺を連結する十字状の流路を形成する排水溝３ｈからなる
排水溝３が形成される。そして、排水溝３の下面は、実施の形態１と同様に、矢印Ａない
しＤの方向に進むにしたがって低くなるように傾斜しているため、排水溝３内に導かれた
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水は、集水部４に集められる。
【００３３】
　図３中の領域Ｔ１ないしＴ４においては、その全周が排水溝３ｇ，３ｈに囲まれている
ため、該領域内の水は、該領域が仮に窪んでいたとしても水量が増えると該領域を囲む排
水溝３ｇ，３ｈに必ず流れ出る。したがって、地盤改良体１の上面１ａには、傾斜面を全
く形成していない。このような構成によれは、地盤改良体１の上面１ａに傾斜面を形成す
る作業を無くすことができるため、コスト低減化を図ることができる。なお、前記十字状
の排水溝３ｈ等、地盤改良体１の上面１ａの外周部に沿って形成された排水溝３ｇの側面
に連結される排水溝を設けない構成としてもよい。
【００３４】
　以上の説明においては、軟弱地盤Ｓ上に設けられた駐車場、公園、運動場又は道路等の
排水構造について説明したが、本発明に係る排水構造は軟弱でない地盤に対しても適用す
ることができるものである。
【図面の簡単な説明】
【００３５】
【図１】本発明の実施の形態１に係る排水構造における地盤改良体の構造を示す斜視図で
ある。
【図２】地盤改良体を地中に埋設した状態を示す縦断面図であり、（ａ）は図１のＸ－Ｘ
断面図、（ｂ）は図１のＹ１－Ｙ１断面図、（ｃ）は（ａ）の部分拡大図である。
【図３】地盤改良体の下部形状を示す説明図であり、（ａ）は平面図、（ｂ）は（ａ）の
Ｙ２－Ｙ２断面図である。
【図４】本発明の実施の形態２に係る排水構造における地盤改良体の構造を示す斜視図で
ある。
【符号の説明】
【００３６】
１　地盤改良体
１ａ　上面
２　透水層
２ａ　地表面
３，３ａ，３ｂ，３ｃ，３ｄ，３ｅ，３ｆ，３ｇ，３ｈ　排水溝
４　集水部
５　浸透桝
５ａ　取水口
１１　上部改良体
１２　外周部改良体
１３　内部改良体
１４　凹部
２１　透水性舗装材
２２　透水性土砂
２３　透水性砕石
Ｓ　軟弱地盤
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